
賓か澱 争く藩き しる してあ ります｡智倭の蛍泉か･極めて薄いニヒ盈知 ってお

りま した聴き 超 . 濃後まて一､九漁に生きることr=よっての為=の戯簡め私噂盈

濃せるのTでとぺ擢く確して いま した｡死去予軌しての漫い斬腐生溜 盈薮えてい

r<も のは二の償金でしたb

死の十五暗聞 くtbい蘭 に番かれたと静われ 蓋 撹孝の盈後の安寧 も ｢ニ十三

日ミよう恵LB簡ヱ/LどうiJあ りがとう='さlいま した｣とい う蔵翻初音賓で し

た.

郵箆の凄Uh孟与 えてくれるという濯 げ龍 ･織物 ･修 士蘭文のチ-マであっ

た蹄の戴物産登の研乾 .蕗噂 ._新 しい家庭の敦計など.域芋の監望かいのす
へて 篭や断 雲吐.あるいは教凄さttたく藍命の苛街きょのろっていた悦子J7ド象

巌層督ちぎに入る=とが できたの凡曹硬膏への風潮の乳棒 からr Lた ｡ 樹齢
の人Jqに対 する腰鰍 ､らノ秤に好する威蘭 へと入 って醇け酎 患者ばある牽1象で

牽薇rtfT:｡噂血 した線1.出血か止 らずI.僚々に窒息 して叩くという讃 しい

最後でLbったにもかかわらす■rき1うri.ら｣ といって息絶えて後 援耽 ってい

省かのiう香車 tLかま磯稽 藍してお りま した.

最 後まで連歌に藍きたと私 ども恵催 してjaijます ｡そ して .空のように生

きることかできま したの且･.すへて哲旅オのぶかけてあること盈敵うとき

にあ りか'とうこご'いま した｡

藩面て溜 まことに栗乳て､す し一昔い著わ也勾もどか し三度威 しますや＼'･成

子の 濃帯 の 一 滴 夏ぶ像え し.また私 どtt.の熱韓差迫丁ヾごせていただ､きま した ｡

最後に曹親身の召押乾殊と御車艶と盈ぶ斬 りし.社会のrlめ に,あるいぼ御

叡塵のために一層の御活躍 盈期待いた しきす｡

昭和四十年bST月二十二日

矢 口 東一 武

永野きん .tJ,らあなたが息 を別 室 とって 四月′見 せで は町立 なか った かの

朝 く静かに路を刻んでし､ます .細野は.あなたが轟後まで#蕗にまゼ赦夢虎

汁 .革額 硬決 を主衆 していたベ トナム 巌 火 の轟 Jq慶 大 していく ごと を頚 J,

輿轟の衆牽教 を礎･哀 し怠がら量鼻面金〈何もないかのようt=一日が､過ぎこし､

5_.ま弓.

あなたの生命経/私藍 に-晃年和 らしき産金で乎感寮轟に自己の宴鼻 のみ
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に生きるこ とビ象 くノ'その産 を取れてし､通塾の ゝ収蘭 を恩賂 め′ その中ビ或

･q歴乗を創 る竜のゝ及劇 といヮ定量C)を_生々 しい教訓とL,t遭えこく斉しまし
た o 私産 の平凡な慮 日の生産 の画 こあB:左の生命が漁 やています∴風 こあな

たは′値入鮒恵存麓でな く太一勢 の人のばの車 に轟産する ことになった のです.

人間娃′いず､れその肉嬢 を爽わ女くて吐息 らない/はが患い存産で しょさ

がノあなた の車 を孝 女為 とロ膚 L/し＼農奴 いもので した｡優がヱLZ斉の鮭生 日

を二日免 に艶 つて しま ったとい う解整鮒を盤か王Ifかリで なく.八紘の幸福

の､-つしまぎ どんな人生か好 かれるかわ ガらないから最大 と法度わなかっ建一)

で ある と-患 しそろに轟 してくれ を痔1各iL日常に放秦 して故 クで しま った.､創

藍 の患bLL､盆与えて くれ るとい って次qと計画 を辻て爽行 してし＼っ左手威厳廟.

藤生論文もそのよ らな如 ヒ大 いに堵廓 のある堺の戚物産紫 についてゼ した

のにこれ らを全て動粁 し放資 してミ吐って しまウ走 ,しか しその物産 的嵐 か圭

に茨比例 するよろI=生 と厳 しく節し､.椅一席立淡 に生きた人生であっt=と多

くの人が廃 めています Q妥易 に生 を奄足 し免を夢象る帝′一興 たL)ともそ の

よ うな ことを考える白倉 が申し訳けな くまえ,%ろので す o あ恵 たの絶筆 にjl

なる 〝生さb こと ｡ 最廉まど力裁 く生きる こと/｡,,にBE_えられ ます｡

Jこて .私が あなt=をよ()施 し(知 るよ うになゥt=のは′岩泉大奉素顔で し

たね ｡£茶太巻藤は妙 に韓 t_いうよ ')は鐘 をっけていたよ うに感 じtL＼尭の

ですか､ ′ 東大に漫 ろよらlこなって あなたの豚され た最 も人間 らしくそして女

性 みしいナィーブな側面 を細るよ らにをnて からです｡そ してその貴大のチ

ャンスは沖艶歌斤どLIを ｡沖鹿 出願商 の-ケ珂節 ′七 円車 は鼓 弓炎天下を清

か約七 べ トロ>虚 しに ′あるい 旺醸成耳鏡 主にと射 すす ')まわった もめで す･

そ してつかないパ トロンに草々J&嚢 をもち寄 っ-こ庄尚-tL軌跡 こ各社などを紡
ね ′その鹿和 ま伊口上で碗 釦 ,Lその旨i=断 ら)したロ,鮭しまを氷水 で啓めあ っ

た 礼のです 言 や絶 入()して か ら社会 tが こん査葡子で妾 労蛙多 (. しか宣教

猟奇敦 の入 ,)乳る二十日間 で した うその闇は奴粛及膚か bケ珂農ビ港南 する

をビ終 い亮 よらなし＼エネ)i,耳 ､ソIL-1改造選 で Lf=のに ｡ 藤森 してから=b姦石

盤象 ヒ沖魔 の思い出 を審 しく,# し(象 って £()ま した Q病 の後半の苑.t=:軒

衝 した老 樹 は′.& 以上/こ厳 しくJ数 しか った よ らです ｡ 廉廉まで魔女 は こん

な官僚 を東威 して(＼左ので しょ う ｡

･,一窄 き門 に入 るr=めにカを尽せ ', ルカ伝 ノ3貴 之 牟鹿
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